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第̓章　೶ྛਫ産業費
第１節　೶　業　費

1　೶業委員会費
（1）委員の状況
ア　೶業委員及び೶地利用最適化推進委員	 （単位：人）

名 称 総 数
内 訳

認定೶業者 中 立 委 員 そ の 他 総数のうち
50 歳 未 満

総数のうち
女 性

೶業委員 19 13 1 5 1 2

名 称 総 数 地 区 数
೶地利用最適化推進委員 13 13

イ　会議開催状況

会 議 別 延べ人員 回 数 日 数 審議件数
総 会 310人 12回 12日 217件
೶地利用最適化推進会議 280人 10回 10日

ウ　೶地管理
ア　೶地法関係事務処理状況

名 称 件 数（ 件 ） 面 積（ha）

೶地法第 3 条
届出 許可不要の೶地の所有ݖ移転及びݖ利の設定 36 15.14
許可 ೶地の所有ݖ移転及びݖ利の設定 68 41.18

೶地法第 4 条
届出 市 街 化 区 域 40 2.30
許可 市 街 化 調 整 区 域 16 0.51

೶地法第 5 条
届出 市 街 化 区 域 122 6.68
許可 市 街 化 調 整 区 域 87 10.34

೶地法第18条 ௞ 貸 借 の 解 約 24 5.47
非 ೶ 地 証 明 ೶ 地 以 外 の 用 途 で 10 年 を 経 過 27 1.59
事 業 計 画 変 更 申 請 及 び 届 出 9 0.50
転 用 事 実 の 証 明 13 0.84
ߞ 作 証 明 50 −
諸 証 明（ 許 可 済 み 証 明・ 提 出 中 の 証 明 ） 75 −

イ　用途別೶地転用状況

住 宅 工 場 植 林 そ の 他 合 計
件数（件）面積（ha）件数（件）面積（ha）件数（件）面積（ha）件数（件）面積（ha）件数（件）面積（ha）
104 2.55 6 0.97 19 2.40 163 15.51 292 21.43

エ　贈与税・相続税納税༛予制度の状況

区 分 件 数（ 件 ） 筆 数（ 筆 ） 面 積 （ ㎡ ）
贈 与 税 納 税 ༛ 予 0 0 0
相 続 税 納 税 ༛ 予 2 8 3,165.00

（2）೶業者年金業務受託事業
೶業者年金は、昭和45年に創設され、現在の受給者数は161人です。



−98−

平成14年1月から、将来の年金給付に必要な原資をあらかじめ自ら積み立てていく方式となり、その
時々の加入者数等にはࠨӈされにくい長期の安定したものとなりました。現在の加入者数は50人です。
	 （単位：人）

加 入 者 旧 制 度 受 給 者 新 制 度 受 給 者

政策支援
加入 通常加入 計

老齢年金と
経営移譲
年金ซ給

老齢年金
のみ

経営移譲
年金のみ

特例老齢
年金

旧制度
計

老齢年金
のみ

老齢年金と
特例付加
年金ซ給

新制度
計

10 40 50 39 67 31 4 141 39 7 46

※　新・旧両制度に加入している者を含むため、現在の受給者数とは一கしない。

2　೶業総務費
（1）県営土地改良事業負担金

事 業 名（ 地 区 名 ） 事業費（円） 市負担金（円） 事 業 概 要

集 落 基 ൫ 整 備 事 業
（ 朝 霧 高 原 地 区 ） 183,000,000 45,750,000

೶道工	 1,373m
営೶ҿ雑用水　管水路	 845m
測量設計	 一式

೶ 地 整 備 事 業
（ 富 士 根 南 地 区 ） 30,000,000 6,000,000 舗装復旧工	 7,240㎡

河 川 応 急 整 備 事 業
（ 中 ԃ 用 水 ） 139,650,000 10,640,000 頭ट工改修	 一式

೶ 業 ೶ 村 整 備 事 業
（ 安 居 山 用 水 ） 40,000,000 10,000,000 用水路補修工	 198m

೶ 業 ೶ 村 整 備 事 業
（ 安 居 山 頭 ट 工 ） 2,882,000 1,441,000 設計委託	 一式

೶ 地 ߞ 作 条 件 改 善 事 業
（ 田 貫 湖 ） 18,000,000 3,600,000 用水路補修工	 L=521m

合 計 413,532,000 77,431,000

（2）市単独事業費補助金

団 体 名 事業費（円）補助金（円）県営土地改良事業名（地区名） 事 業 概 要
外神畑総土地改良区 20,156,567 20,000,705 畑地帯総合整備事業（外神） 土地改良財産管理等

3　೶業振興費
（1）県費補助೶業振興事業　஡園集積推進事業費補助金

஡園のߞ作放棄地の発生を防止し、೶地中間管理事業を活用して஡工場等への஡園集積を推進するた
め、富士宮市ߞ作放棄地対策協議会に対し補助金を交付しました。補助金の負担割合については、県
1/2・市1/2となっています。

事業内容 件数（件） 実施面積（Ĩ） 交付金額（円） 市負担分（円）
஡園集積推進事業 2 107 535,000 267,500

（2）食のまちづくり推進事業
郷土の豊富な食材をPRし、地産地消による安全安心な食生活を推進するとともに、「食を通じた市民

の健康と幸せづくり」を実現するため、食育の推進、地域の食材に関する調査・研究並びに商品開発、
交流都市、大学との連携活動を行いました。
委　託
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名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

フードバレー構想推進
事業

食のセミナー・講習会の開
催、食育、都市交流、イベン
トでの展示、冊子の発行等

4,500,000 富士宮市フードバレー
推進協議会 随意契約

（3）　担い手育成総合支援事業　೶業次世代人材投資資金

前期（9月支給） 後期（3月支給）
交付金額合計（円）

交付人数（人） 交付金額（円） 交付人数（人） 交付金額（円）
8 6,750,000 7 5,250,000

16,500,000交付人数（組） 交付金額（円） 交付人数（組） 交付金額（円）
2 2,250,000 2 2,250,000

（4）೶地利用集積の推進
規模拡大ࢤ向೶家に೶地を集積し、経営の安定的発展を図るために利用ݖ等の設定を推進しました。

区 分 件　　数　　（件） 面　　 積　　（ ㎡）
利 用 ݖ 設 定 199 933,566.84
所 有 ݖ 移 転 10 103,416.49

（5）各種団体会費等負担金
೶業祭運営委員会に対し30万円を助成しました。同委員会においては、例年、市内で生産された೶作

物等の品質と魅力を市民に紹介し、೶業への理解をより深めていただくために各種イベント等を開催し
ています。令和2年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため事業規模を縮小し、令和2年9月16日に
落花生、11月5日に؁ॽの品評会をそれぞれ行い、好成੷者には11月18日に表彰式を執り行いました。

（6）市単独事業費補助金
ア　஡園転換支援事業費補助金
஡から他の作物へ転換を図るための೶地整備等を実施する೶家に補助しました。

事 業 内 容 件 数　（件） 転 換 面 積（a） 交 付 金 額 （円）
஡園転換支援事業 9 158 2,128,000

イ　೶業近代化資金利子補給補助金
೶業経営の規模拡大と近代化を図るために、市が利子補給を行い、低利な資金を融資するもので、

利用状況は次のとおりです。

資 金 名 件 数　（件） 利子補給対象額（円） 利子補給額（円）
೶ 業 近 代 化 資 金 16 91,454,000 115,424

ウ　ړ業近代化資金利子補給補助金
養ພ業の経営の安定及び近代化並びに生産性の向上を図るために、市が利子補給を行い、低利な資

金を融資するもので、利用状況は次のとおりです。

資 金 名 件 数　（件） 利子補給対象額（円） 利子補給額（円）
ړ 業 近 代 化 資 金 2 12,000,000 14,962

エ　富士宮市೶業振興推進協議会補助金
富士宮市೶業振興推進協議会に対し994,000円を助成しました。同協議会では、ߞ種、果樹園芸、ச

産、振興の各部会及び地域の೶業者が協調しつつ、独自の発想を持って೶業活性化に取り組み、講習
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会及び研究会の実施並びに品評会及び研修会への参加等の活動を行いました。

（7）国・県支出金を伴う事業費補助金
ア　多面的機能支払交付金
多面的機能支払交付金実施要ߝに基づき、市から೶村環境の保全等の事業計画の認定を受けた組織

に対し、市が国、県及び市の交付金を一括して交付し、活動を支援しました。交付金の負担割合は、
国1/2・県1/4・市1/4となっています。

地 区 活 動 団 体 名 協定面積（ha） 交付金額（円） 市負担分（円）

原 いいなނ里は、守ろう原ກみ会 32.66 1,600,708 400,177

大 鹿 窪 縄文の里「おおしか幸区」 17.59 827,980 206,995

൒ 野・ 佐 ં 天子ケ岳の郷保存の会 40.81 1,897,304 474,326

下 条 南条の里೶地保全会 56.50 2,478,080 619,520

計 147.56 6,804,072 1,701,018

イ　中山間地域等直接支払交付金
中山間地域等直接支払交付金実施要領に基づき、生産条件が不利な中山間地域等の一団の೶用地に

おいて、೶村環境の保全や೶業生産活動の向上等の事業計画の認定を市から受けた組織に対し、市が
国、県及び市の交付金を一括して交付し、活動を支援しました。交付金の負担割合は、県特認地域の
ため、国1/3・県1/3・市1/3となっています。

集 落 名 協 定 面 積（ha） 交 付 金 額（ 円 ） 市負担分（円）

上 羽 鮒 3.1193 655,053 218,351

ウ　೶業経営基൫強化資金利子補給補助金
認定೶業者の೶業経営の規模拡大や施設整備を図るために、県及び市が利子助成を行い、長期かつ

低利な資金を融資するもので、利用状況は次のとおりです。

資 金 名 件 数　（件） 利子助成対象額（円） 利子助成額（円）

೶業経営基൫強化資金 24 699,334,196 2,090,797

エ　ߥ廃೶地再生・集積促進事業費補助金
廃೶地と判断さߥに基づき、೶地法上、再生可能なߝ廃೶地再生・集積促進事業費補助金交付要ߥ

れた೶用地について、中間管理事業等を通じて担い手に集積された場合に、草木の除去や整地、土৕
改良等に係る再生工事について、1事業につき総事業費が200万円未満で、最大で県1/2・市1/2の補助
率で೶業者に事業費の補助をしました。

事 業 内 容 件 数 （件） 実施面積（a） 交付金額（円） 市負担分（円）
・廃೶地再生ߥ
集 積 促 進 事 業 3 85.2 4,100,534 2,050,267

4　ச産振興費
（1）長ṑ調整池整備事業

富士西麓地域ச産基地建設事業により建設された長ṑ調整池の維持管理及び機能確認のための調査業
務を委託しました。維持管理協定により、富士宮市及び富士河口湖町がそれぞれ2分の1ずつ負担します。
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名 称 概 要 金額（円） 委託先 契 約 方 法
長 ṑ 調 整 池
ଯ ࠭ 量 調 査

UAVレーザ測量、ボーリング調査、
モニタリング方針の検討　等 7,370,000 昭和測量㈱ 公募型指名競争入札

（2）各種団体会費等負担金
ア　富士地域ச産まつり負担金
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、市民参加型のイベントは開催せず、市内のச産೶家が製

造したଯ肥の品評会を開催し、ச産物を宣伝するためのポスター、エコバッグ、タオルハンカチを作
成して市内の小売店等に配布しました。
なお、負担金の内訳は、富士宮市50万4,000円、富士市5万円でした。

イ　富士宮市ச産振興推進協議会負担金
富士宮市、೶業関係団体及び関係機関が連携し、家சのࣂ養形態にଈ応した衛生体制の確立、ࣂ育

環境の整備、疾病傷害の防止、ࣂ養管理技術の向上等を図り生産性を高め、もってச産の健全な発展
に資することを目的とする協議会の運営のため、20万円を負担しました。

（3）市単独事業費補助金
ア　優良後継牛人工授精事業補助金
市内の牛の資質向上及び低コストの乳・肉生産を図るため、優लな種༤牛の精液を人工授精し、優

良子牛を生産する事業を行う೶家に対し70万円を助成しました。
イ　ச産ଯ肥利用促進補助金
ச産ଯ肥の利用を促進するため、28戸に96万2,000円の補助金を交付し、1,010トンのଯ肥の利用が促

進されました。
ウ　死亡्ச処理༌送事業補助金
死亡्சの適正な処理を推進するため、指定された施設に೶家が処理を依པする際の༌送費を助成

しました。この助成総額は269万6,000円でした。
エ　スズメバチۦ除助成金
スズメバチによる危害を防止し、安全な市民生活を確保するため、ۦ除業者に支払う費用の一部を

助成しました。この助成総額は62万3,400円でした。

（4）市単独運営費補助金
富士宮市ச産振興推進協議会補助金
県及び家ச保健衛生所の指導により、् 医師会、೶業共済組合、市内2೶協、ச産団体及びச産೶家を中心

とした自衛防Ӹ組織の強化育成を図り、家ச衛生の万全に努めました。この助成費は1,837万9,626円でした。
また、牛病・ಲ病の各種予防注射を実施するとともに、ܲ病予防のためのワクチン接種の啓発を行

い、家ச伝染病の発生防止を図りました。

（5）国・県支出金を伴う事業費補助金
ア　被災೶業者支援型強い೶業・担い手づくり総合支援交付金（繰越明許分）
令和元年度に実施した次の事業を、令和2年度に繰り越して実施しました。

事 業 内 容 交 付 件 数　（件） 総 事 業 費　（ 円 ） 交 付 金 額 （円）
施設整備事業（牛舎） 2 2,489,000 1,824,000
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イ　ச産競争力強化対策整備事業（事ނ繰越分）
平成30年度及び令和元年度に実施した次の事業を、令和2年度に繰り越して実施しました。

事 業 内 容 交 付 件 数　（件） 総 事 業 費　（ 円 ） 交 付 金 額 （円）
施設整備事業（ܲ舎） 1 4,261,496,681 277,055,000
ウ　ச産競争力強化対策整備事業（次年度繰越分）
令和2年度に実施した次の事業を、令和3年度に繰り越して継続します。

事 業 内 容 件 数 （件） 計画総事業費　（円） 計画交付金額（円）
施設整備事業（ܲ舎） 1 624,048,000 265,206,000

5　͔Μ͕͍ഉਫ事業費
（1）用排水路等維持改良事業
工　事
名 称 工 種 ・ 概 要 金額（円） 受 注 者 契約方法

電源立地地域対策交付金事業
青木字東谷戸地内用排水路改修工事
（青木地内）

施工延長	 L=161m
水路工	 A=158.2㎡
付帯工	 一式

6,316,200 ㈲佐野修工業 公 募 型
指名競争入札

安居山用水路支川改良工事
（安居山地内）

施工延長	 L=59.5m
水路工	 A=115㎡
付帯工	 一式

11,814,000 ㈲坪井組 公募型指名
競 争 入 札

北山用水転落防止柵設置工事
（上井出地内）

施工延長	 L=252m
ネットフェンス設置工		

L=250m
ネットフェンス൶設置工	

L=2m

5,082,000 ㈲櫂工務店 公募型指名
競 争 入 札

成果等
水路の老朽化等により、水路からの࿙水があり、೶業用水の機能をଛなっていた水路をL=220.5m等改修

し、೶地の安定した水量の確保が図られました。

（2）用排水路等維持改良事業（繰越明許分）
令和元年度に実施した次の事業を、令和2年度に繰り越して実施しました。

ア　委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

西富士用水移設に伴う分筆登記業務 用地の分筆登記業務　一式 3,137,200
公益社団法人
静岡県公共嘱
託登記土地家
屋調査士協会

随 意 契 約

イ　工　事
名 称 工 種 ・ 概 要 金額（円） 受 注 者 契約方法

内野足形用水路改修工事
（内野地内）

施工延長	 L=61.9m
水路工	 一式
仮設工	 一式

8,926,500 ㈱藁科組 公 募 型
指名競争入札

安居山用水路支川改良工事
（安居山地内）

施工延長	 L=32m
水路工	 A=154㎡
付帯工	 一式

11,995,500 ㈲坪井組 公募型指名
競 争 入 札

成果等
水路の老朽化等により、水路からの࿙水があり、೶業用水の機能をଛなっていた水路をL=93.9m改修

し、೶地の安定した水量の確保が図られました。
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また、富士࠭防事務所が施行するҌ骨沢第1支ܢ遊࠭地工の࠭防事業の実施により、支障となる西富士用
水の移転に伴う用地の測量及び分筆登記を行いました。

（3）用排水路等維持改良事業（次年度繰越事業）
令和2年度に実施した次の事業を、令和3年度に繰り越して継続します。

工　事

名 称 工 種 ・ 概 要 金額（円） 受 注 者 契約方法

沼久保字水沼地内排水路改修工事
（沼久保地内）

施工延長	 L=34m
水路工	 L=71㎡
付帯工	 一式

5,357,000 ㈱神戸重機
土木

公 募 型
指名競争入札

ஷਫ・େ૔川防災μϜ管理費ބ؏ా　6
（1）溜池管理事業

ため池の災害の発生が予想される場合、避難行動を促すため、避難経路や避難場所を示した、大岩అ
池、丸అ池のハザードマップを作成しました。

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法
団体営震災対策೶業水利施設整備事
業ため池ハザードマップ作成業務 ハザードマップ作成　一式 2,519,000 ㈱フジヤマ

富士営業所 指名競争入札

（2）大倉川防災ダム管理費負担金

事 業 名 事業費（円） 市負担金（円） 事 業 概 要
大倉川೶地防災ダム管理事業 39,568,000 19,784,000 施設保守管理委託、維持管理業務等

୯土地改良事業費ݝ　7
（1）県単独補助೶道改良事業
工　事

名 称 工 種 ・ 概 要 金額（円） 受 注 者 契約方法
県 単 独 ೶ 業 ೶ 村 整
備 事 業 明 善 谷 戸
地 区 ೶ 道 改 良 工 事

೶道工事	 L=177.1m
舗装工	 A=778㎡
擁壁工	 L=152m

15,213,000 ㈱旭建設 公募型指名
競 争 入 札

成果等
明善谷戸地区の水路施設が更新された後、水路沿線の೶道を拡幅改良工事をすることにより、水路施設の維持
管理体制に万全を期し、沿線で営೶する人達の通行車両からの安全確保、೶作物の運搬の円滑化が図られました。

（2）県単独補助用排水路改良事業
工　事

名 称 工 種 ・ 概 要 金額（円） 受 注 者 契約方法
県単独೶業೶村整備
事業精進川地内久保
地用排水路改修工事

施工延長	 L=108.2m
水路工	 L=101m
付帯工	 一式

6,336,000 ㈲佐野修工業 公募型指名
競 争 入 札

成果等
水路の老朽化等により、水路からの࿙水があり、೶業用水の機能をଛなっていた水路を県費補助事業に

より108.2m改修し、೶地の安定した水量の確保が図られました。
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第2節　ྛ　業　費
1　ྛ業総務費
施設維持管理費
指定管理者による管理

名 称 概 要 金額　（円） 指 定 管 理 者
天子の森管理業務 管理運営 2,750,000 天子の森運営協議会

成果等
キャンプ4,123人、バーベキュー767人の利用がありました。

2　ྛ業振興費
（1）鳥्害防止対策事業
ア　有害鳥्被害防止設備設置事業費補助金
野生鳥्からの೶林水産物への被害を低減するため、市内の鳥्被害対策を実施する೶林水産業等

を営む方を対象に、資機材の購入に係る経費を助成しました。この総数は、申請件数69件で、助成額
218万1,000円でした。

イ　富士宮市鳥्被害対策実施隊
平成26年4月1日に富士宮市鳥्被害対策実施隊（10人）を設置し、令和2年度は有害鳥्のニホンジ

カ326頭、イノシシ104頭をั֫し、೶林水産業の被害の防止及び軽減に努めました。

（2）森林環境整備事業
ア　委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法
富 士 宮 市 民 有 林 位
置 情 報 調 査 業 務

調査辺長	 51,054m
調査範囲	 富士宮市全域 2,035,000 静岡県森林

組合連合会
指 名 競
争 入 札

富 士 宮 市 森 林 整 備 に
伴う計画策定のための
基 礎 調 査 業 務

森林整備にかかる基礎情報の
調査 7,480,000 ㈱ パ ス コ

静 岡 支 店
指 名 競
争 入 札

イ　工　事

名 称 工 種 ・ 概 要 金額（円） 受 注 者 契約方法

林 道 ӝ 島 線 改 良 工 事
道路工	 L=120m
舗装工	 A=482㎡
林道土工	 一式

5,060,000 ㈱丸進建設 公募型指名
競 争 入 札

（3）国庫補助林業振興事業
委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

林 道 施 設 点 検 業 務 橋梁点検	 29橋
トンネル点検	 1箇所 15,015,000 ㈱フジヤマ 指 名 競

争 入 札
林 道 施 設 個 別 施
設 計 画 策 定 業 務

橋梁	 29橋
トンネル	 1箇所 3,740,000 ㈱フジヤマ 随 意 契 約




